





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































小学校教師の回答 中学校教師の回答 小学生保護者の回答 中学生保護者の回答
働きかけ力 （70.2）働きかけ力 （70.5）働きかけ力 （69.6）働きかけ力 （65.2）
主体性 （67.2）主体性 （67.4）主体性 （60.6）主体性 （58.5）
発信力 （59.8）発信力 （56.5）発信力 （54.8）発信力 （50.2）
実行力 （49.5）実行力 （52.1）実行力 （52.6）実行力 （47.8）
課題発見力 （41.0）規律性 （50.3）計画力 （43.9）計画力（42.5）
規律性 （40.2）課題発見力 （45.7）規律性 （38.6）課題発見力 （37.0）
計画力 （38.2）計画力 （42.4）創造力 （35.3）規律性 （32.4）
ストレスコントロール力 （32.8）ストレスコントロール力 （33.1）課題発見力 （33.8）創造力 （31.0）
創造力 （31.1）創造力 （31.7）ストレスコントロール力 （25.6）ストレスコントロール力 （29.0）
※（　）内は％を表す。またこの調査は複数回答が可となっている。
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「あまり身につけていない」とする回答がそれ
ぞれ58.4%と70.1%、また「まったく身につけて
いない」とする回答もそれぞれ3.4%と9.5%にの
ぼっている（12）。創造力の獲得には、高度な教
授技術も必要とされる。
「創造的であるということは、知識や技能を習
得していることは勿論、それらを活用する思考
力・判断力・表現力も身についていることにほ
かならない。学習していく過程で、最も高い次
元の学びのかたちなのである。（13）」
と指摘されるように、獲得には時間がかり、獲
得させる方法も難しいと予想される。しかし社
会に出て必要不可欠な能力だと考えられるから
こそ、創造力軽視からのパラダイム転換を至急
はかることが大切である。
　第２に「課題発見力」についても社会では必
要とされる能力であるにも関わらず、学校教育
でさほど重視されている様子はない。これも一
朝一夕で獲得できないことは、「社会人基礎力
レベル評価基準表」における、下記「課題発見
力を発揮できた例」を見ると明瞭である。
・成果のイメージを明確にして、その実現のた
めに現段階でなすべきことを的確に把握でき
る。
・現状を正しく認識するための情報収集や分析
ができる。
・課題を明らかにするために、他者の意見を積
極的にもとめている。（14）
　一方、学校教育でこうしたことを教えようと
いう意識があるかといえば、懐疑的になってし
まう。学校教育の現状について、梶田叡一氏は
次のように言っている。
「授業のベテランと称する教師の中には、どう
いう力をつけるかではなく、どういう活動をす
るか、という視点だけで授業を考える人がいま
す。非常に安易な授業観ですが、日本では少な
からず見られるものです。何をネタにどういう
活動をするかという視点で授業をすると、確か
に活気のある活動ができます。それこそ、子ど
もの目がキラキラし、生き生きした授業を展開
できることがあるでしょう。でも、そうした授
業で、子どもに本当につけたいと考える力がつ
いていくかどうかです。（15）」
「課題発見力を発揮できた例」から分かるよう
に、子どもに獲得させるためには、論理的な思
考力が必要とされる。だが、表面的な楽しさを
希求しているようでは、「課題発見力」の獲得
という高い技術を要する指導を敬遠することは
必至であろう。「身につけさせられる能力」と「身
につけるべき能力」とを混同してはならないは
ずである。
　反対に、「規律性」「働きかけ力」「発信力」
については、「29歳以下の若手社員に不足して
いる能力」（表２）ではそれほど重要視がされ
ていないにも関わらず、小中学校教師、小中学
生の保護者は重要視している傾向がある。
　特に、「規律性」に関しては、その傾向が顕
著である。東証一部上場企業、中堅・中小企業、
両者共に10％前後という低い比率での不足の指
摘である。換言すると、民間企業としては、若
手社員の規律性に対して、あまり問題視してい
ないことが分かる。だが、学校教育では大いに
問題視している。それは、小中学生の保護者よ
りも、小中学校教師に顕著にあらわれている。
比較した調査内容が違うとはいえ、あまりに大
きな意識の隔たりは、「教師の思うような子ど
もを育成しても意味がない」というメッセージ
であるかのようである。
おわりに
　子どもたちがいずれ出るであろう社会を見て
いくと、今後はますます大変な時代が予想され
る。総務省統計局の発表によると、2010年５月
段階で、完全失業率は5.2％、15 〜 24歳の若者
に限っていうと10.3％（16）である。この数値が
社会人基礎力からみた学校教育の今日的課題
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ここ何年かで劇的に上昇するとは考えにくい。
　少子高齢化も極めて深刻な問題である。国
立社会保障・人口問題研究所の調査によると、
2050年の日本の予想人口は、年少人口（０〜
14歳）が10.8％、生産年齢人口（15 〜 64歳）
が53.6％、老年人口（65歳以上）が35.7％（17）
と試算されている。人口の半分しかいない15
〜 64歳の世代が、残りの世代を支えていかな
ければならないのである。2050年、現在学校教
育を受けている子どもたちは、生産年齢に該当
する。自分の面倒だけ見ればよいという話では
ない。
　また、高度成長時代など、大昔の話である。
ホワイトヘッド（A.Whitehead）は現代社会を
次のように分析する。
「我々は人類の歴史の中ではじめて、人の一生
涯より社会や文化の変化のサイクルが短いとい
う時代に生きることになった。（18）」
学んだ知識はすぐに古い情報となり、生きてい
る間に役に立たなくなる可能性が高くなってき
た。
　つまり、教師をはじめとする大人の言うこと
を従順に聞くだけでは、生きていけない時代へ
と突入したのである。変化の予測が立てられな
いからである。子どもはかつてないほどの激動
の時代に生きることになり、自らの意志で課題
を見つけ、また解決していかなければならない
力を持たなければならなくなってきている。ま
た、刻々と変わっていく状況に対して、自らの
創意工夫で対処していく力も求められている。
だからこそ、民間企業は、若手社員に今以上の
「主体性」「課題発見力」「創造力」を求めてい
るのである。
　そんな時代だからこそ、学校は必要な教育力
を社会に求めなければならない。社会から隔絶
された閉鎖的な存在であってはならない。だが、
実際にはどうだろうか。「課題発見力」や「創
造力」の獲得の必要性については、無頓着な様
子である。それは、不必要だと判断したからで
はなく、必要性を十分に認識できていないから
に他ならない。
　和田修二氏は学校教育の今日的課題について
次のように指摘している。
「私は、現代日本の根本問題が、つきつめると
近代化の過程でわれわれが外にモデルを求める
ことに慣れ、自ら世界人類のために何ができる
かを創造的に考えることをやめたこと、換言す
れば国民の道徳的なエネルギーの衰弱にあると
考える。また、日本の学校教育の根本問題は、
われわれの学校が目的合理的にマニュアル通り
に動く人材は育てたが、はっきりとした自分の
価値観・文化理念をもって主体的にはたらくこ
とのできる人間の形成には成功していないとい
うことである。（19）」
主体性、創造性の大切さを訴えるだけでなく、
マニュアル通りに動けるだけの人間ではなく、
自ら課題を解決できる人間育成の大切さを指摘
している。
　時代は大きく変換したのである。教師の言う
ことだけを聞くマニュアル人間を作っても、新
たな課題が次々とあらわれ、技術革新により既
存の知識や技能がすぐに古くなるような現代社
会では、子どもたちは古い知識を持っていても
とても対応しきれない。だからこそ、教師たち
は社会に目を向け、今何が必要なのかをキャッ
チしていく感性が必要なのである。
　和田氏は、次のように続けている。
「学校は、したがって、子どもがそこで学校生
活を通じて初めて本格的に社会化と合理化を強
制され、学習する場所として、人類がもはや狭
い地域に割拠して単純な生活に自足することが
できなくなつた近代社会以後、社会的・教育的
に不可欠なものとなったのであり、事実的にも
現代の産業社会と学校制度とは相互依存の関係
にある。その際、われわれはこれまで学校をと
かく子どもに対する新たな知識の教授や情報の
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伝達という面から評価しがちであったが、そう
した最新の知識情報の配合という学校の役割と
教師の地位は、社会の情報化によって今後ます
ます低下するであろう。（20）」
　社会に出す子どもを育てるという観点から言
うと、教師の意識改革またはパラダイム転換は
急務である。
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